


はじめに 

 

少子高齢化や人口減少の進行など，社会経済環境は，依然として非常に厳し

い状況にありますが，いかなる状況にあっても，財政規律を守る中で，将来に

わたって持続可能なまちであることが最大の市民サービスであると考えていま

す。そのため，２０１１年度（平成２３年度）においても，７つのキーワード

の下，夢と展望のもてる活力あるまちづくりに取り組んでいくこととしていま

す。「福山発」につきましては，引き続き，「温暖化対策事業」や「ばらのまち

づくり推進事業」など４施策を位置付け，大きな実を結ぶことができるよう，

積極的に推進していきます。 

本市は今年，市制施行９５周年を迎えます。福山駅地下送迎場が供用を開始

するとともに，市街地再開発事業では東桜町地区が完成し，本市の知の拠点と

なる福山市立大学も開学します。これまでまいてきた種が大きく花を咲かせ始

めています。「チャレンジふくやま 新たなる創造と飛躍」のキャッチフレーズ

の下，重点政策に掲げる施策を中心に着実に取り組み，「いつまでも住み続けた

い」と思える未来志向のまちづくりを力強く進めていきます。 

 

 

＜重点政策について＞ 

 重点政策は，新年度における主要な新規事業や拡充する事業等を基本に計上するもの

です。個別の事業期間や重点化を行う期間が終了した事業，重点政策として集中的に取

り組んだ結果，一定の成果が挙がり，本市の施策として定着したものなどについては，

重点政策から外れることになります。したがって，重点政策の予算額は年度によって増

減が生じます。 

２０１１年度（平成２３年度）では，４６施策，約８９億円を重点政策として取り組

んでいくこととしています。２０１０年度（平成２２年度）と比較すると，１施策の増

となりましたが，福山市立大学の開学や東桜町地区市街地再開発事業の完成などにより，

事業費は約２１億円の減となりました。 

 

＜再（Ｒｅ）について＞ 

 持続可能なまちづくりのため，「再（Ｒｅ）」の取組として，行政の果たすべき役割と

将来に向けた方向性について，基本的な考え方（理念）を整理しました。個別の施策に

ついて検討し，整理できたものから取り組んでいきます。（P５７～P６３参照） 



 

 

 

 「福山発」は，今年度で３年目を迎えます。これまで，「協働」をベースに，全国に胸を張れる

施策として，特に精力的に取り組み，二酸化炭素排出量の削減や「少女たちの羅針盤」の映画化，

学校給食における地場産農林水産物の使用拡大など，一定の成果をあげています。今年度も，引

き続き，「協働のまちづくり」の精神の下，これまで取り組んできた成果をベースに，「福山発」

として誇れる取組を更に深め，全国に発信し，備後の中核都市にふさわしい拠点性と求心力のあ

る市民主役のまちづくりを進めていきます。 

 

 

 

 

2011年度（平成23年度）

「福山発」の重点政策 

「ばらのアクションプラン」に基づき，市民と

の協働により 100 万本のばらが咲き誇るまち

「福山」をめざします。2011 年度（平成 23 年

度）は，小学 1 年生全員へ入学記念に「ミニば

らの苗」を配布するとともに，｢ばら制定都市会

議（ばらサミット）｣の開催，ばらのシンボルロ

ードの選定などに取り組みます。また，福山ば

ら大学などを通して，ばら栽培に精通した人材

育成にも取り組み，市民とともに｢ばらのまち福

山｣をアピールしていきます。 
目標 
・ばらの植栽本数  

2016 年度（平成 28 年度）100 万本

地産地消推進の 
シンボルマーク・愛称 

協 
 

働 

行政の取組 民間の取組

市民の取組

ばらのまちづくり推進事業  （P24） 
2

食の安心・安全という観点から市内の食料自給率

を高めるための取組として，農林水産業の活性化

を図ります。新たに，毎月 29 日を｢地産地消の日｣

として周知啓発を行うとともに，広域連携の視点

を取り入れ，販路拡大等に向け情報交換の場の提

供などに取り組みます。また，引き続き，農業担

い手の育成や産直市・生産者等への支援，学校給

食への地場産農林水産物の使用拡大に努めます。 
目標 
・産直市（インショップ含む）設置数  

2013 年度（平成 25 年度）45 か所 
・学校給食における地場産物使用割合 

2012 年度（平成 24 年度）30％  ほか 

地産地消推進運動  （P34） 
4

多くの人が訪れ，全国に知られるまちになるよ

う，福山市の知名度向上につながる取組を展開

します。映画「少女たちの羅針盤」の公開に向

け，状況に応じた支援を行います。また，市制

施行 95 周年事業として「福山ならでは」の食

ブランドメニューの発表・ＰＲを行うとともに，

郷土ふくやまに関心を持ちながら手軽に，面白

く，幅広く理解を深めるために，まんが本「（仮

称）福山を知ローゼ」の制作に取り組みます。 

「福山らしさ」創出事業  （P23） 
3

協働をベースに，「家庭・地域・学校」や「事

業者」「行政」がスクラムを組んで，地方か

ら地球温暖化対策を発信していきます。新た

に緑のカーテン啓発事業や，事業者向けにエ

コドライブ普及事業に取り組みます。また，

引き続き，太陽エネルギー導入に対する支援

を充実させるなど，市民一人一人が身近に取

り組める環境活動を通じて二酸化炭素（CO2）

排出量を削減します。 
目標 
・CO2排出量  

2020 年度（平成 32 年度）40％削減 

温暖化対策事業（スクラムふくやま 
☆エコトライ） （P10） 

1 スクラムふくやま☆エコトライロゴ 

「ばらのまち福山ミステリ

ー文学新人賞」のマーク 

ばらのイメージキャラクター｢ローラ｣

鞆年間観光客数
2008 年 175 万人 
→2009 年 187 万人

産直市設置数
2008 年度  37 か所 
→2009 年度  44 か所 

2009 年度～2010 年度 
CO2 約 3 万トン削減達成見込
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提案内容は， 

・学校向けにお薦めの本のリストを

作成すること 

・地産地消の日を決めてその日は地

元の旬のものを食べること 

・道路や河川敷などにばらを植える

こと など 

貴重な内容でした。 

2010 年（平成 22 年）10 月 31 日，市議会本会議場で市内の小・中学生が議員を務める「子

ども議会」を開催しました。2 回目となる今回は,公募で選ばれた 47 人が 5 つの委員会（環

境委員会，文教委員会，安心・安全委員会，福祉委員会，協働のまちづくり委員会）に分

かれて事前の学習などに取り組み，当日，提案しました。 
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2020 年度 
（平成 32 年度） 

 
ＣＯ２  

40％削減 

 
主な取組例 
・レジ袋 1 枚削減で 48g 削減
・木を 1 本植えたら 3kg 削減
・ベスト運動 1 回参加して 

56kg削減

協 働 

 
●ISO14001 の推進 
●関係機関へ温暖化防止活動実施の啓発 

●メガソーラー啓発事業 
●公共施設への太陽光発電設置（＊再

掲） 
●LED 防犯灯整備事業（＊再掲） 
  約 32,000 灯 

●自転車利用の促進（職員によるエコ通
勤，公用自転車の利用促進） 

●緑化推進のための苗木配布 
●レンタサイクル利用の促進 

行政の取組   

●ISO14001・エコアクション 21 
の認証取得費補助  15 事業者

 ●ふくやまエコ企業認定 
●太陽エネルギー導入促進事業  
 大規模太陽光発電   

●エコドライブ普及事業 

事業者・団体への支援 

●ふくやまエコファミリー認定 
3，000 世帯

 ●エコでえ～ことキャンペーン 
         レジ袋等の削減 

●ふくやまエコスクール認定 20 校
●太陽エネルギー導入促進事業 

住宅用太陽光発電ほか 
●緑化推進 

（緑のカーテン啓発事業）200 人
 ●環境学習推進校  10 校 
 ●自転車利用の促進 
             など 

家庭･地域･学校における取組 

●ベスト運動の推進 
 備後圏で 2 万人（2012(平成 24)年度） 
●公共交通の利用促進による交通渋滞

の緩和 

関連事業との連携  

【ベスト運動】 

【ふくやま ECO スクール
ロゴマーク】 

【ふくやまエコ企業認定マーク】
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       ・教育施設へのばら花壇創出事業
　　　・国道2号へのばら植栽事業
　　　・協働のばら花壇整備事業
　　　・「（仮称）ローズロード」の選定

　

       ・地域ばら花壇補助制度
　　　・福山ばら大学の開校
　　　・リーフレット作成

　

　　　・ばら制定都市会議（ばらサミット）の開催

　

       ・入学記念ばら苗配布事業
　　　・協働のばらのまちづくり事業
　　　・ばら苗配布事業

　

「ばらのアクションプラン～みんなの「ばら」100万本プロジェクト～」に沿った取組や，
「ばらのまち　福山」のイメージアップにつながる取組を行います。

2008年
（平成20年）
3月31日現在

　 2016年度
（平成28年度）
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分野：活力  柱立て：地域の活性化 

企画総務局企画部企画課 経済環境局経済部商工課 

施策（事業）名 広域連携事業 ■ 新規 ・ □ 継続 

計画期間 2011 年度（平成 23 年度）～ 
予算額    １，１００千円 
（再掲分     １，１００千円含む） 

１ 施策（事業）の目的（ねらい） 

平成の合併により，中四国地方有数の都市となり，50 万都市としての基盤整備も着実に整いつつありま

すが，今後，急速な少子・高齢化の進行により，人口の大幅な減少とともに高齢者人口の増加が見込まれ

ます。このような状況において，備後地域の中核都市として，拠点性と求心力を持ったまちづくりを進めると

ともに，備後地域の一体的発展が可能となるよう，広域的な課題について自治体間で連携して取り組みま

す。 

 

２ 取り組むこと 

○近隣市町との広域連携 

  広域的な課題について，備後地域の自治体間で情報共有する場，話し合う場の設定に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 産学官連携人材育成事業（１，１００千円）（※再掲） 

大学や産業支援機関など組織の垣根を越えた人材育成ネットワークを構築し，企業の求める人材育

成事業を実施するとともに，産学官の交流の場を設け，企業の新技術開発や産学共同研究を促進しま

す。 

・セミナーの開催 

・人材育成支援に係る効果的な情報発信 

・研究成果や共同研究事例等の発表，紹介 など 

 

＜参考＞ 

〔2009 年度（平成 21 年度）〕 
・福山市，府中市，神石高原町交流連携協議会を 2008 年度(平成 20 年度)に設立 

・福山市，府中市，神石高原町の圏域住民を対象に体験型交流事業や 3 市町職員合同研修会などを開催 

〔2010 年度（平成 22 年度）〕（12 月末現在） 
・福山市，府中市，神石高原町の圏域住民を対象に体験型交流事業や 3 市町職員合同研修会などを開催 

・福山市・尾道市・三原市で情報交換会開催 

・福山市・笠岡市・井原市で情報交換会開催 

課題別に，広域連携のあり方について協議 

《イメージ図》 協 議 会 

事務局 

・会議開催の諸準備 

・会の庶務 

・市町間の連絡調整 など 

○１年に数回，協議会を開催し， 

・それぞれの市町の事業等について情報の共有化 

 ・課題の提起 

 ・必要に応じて，幹事会で協議する 

幹事会 

（担当部局） 

 

幹事会 

（担当部局） 

幹事会 

（担当部局） 

 

（地産地消関係） （医療関係） （公共交通）など 
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「福山発！地産地消」推進運動の展開 

（地ＳＵＮ地ＳＨＯＷ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ふくやまＳＵＮの生産と消費の拡大 
○ふくやま生まれの生産と消費の拡大 
○産直市生産拡大の支援 
○学校・保育所給食への市内産農林水産物使用

拡大 
○学校給食地産地消推進ネットワーク 
○地産地消推進運動の啓発活動展開 
○「ふくやま地産地消の日」の取組 
○広域連携・農商工連携の取組 

<行政支援>  

○耕作放棄地再生活用モデル事業 
○農業生産基盤の条件整備 
○農業担い手の育成確保 

・中核的農業者の育成 
・集落法人の組織化 
・多様な担い手の育成 
・農地のあっせん制度 

○地産地消モデル地区 

<消費者> 

食育の推進（学校・保育所給食） 

環境配慮

学 校 農 園 ・市 民 農 園

農 地 集 積

産 直 市 の 拡 大

担 い 手 育 成

<生産者> 
<流通業者等>

ふくやまブランド農産物（ふくやまＳＵＮ）

協 働 

活 力

環 境

耕
作
放
棄
地
の
再
生
活
用

※ふ く や ま 生 ま れ：市内産農林水産物及びその加工食品の「シンボルマークと愛称」を公募により制定 

※ふ く や ま Ｓ Ｕ Ｎ：ふくやまブランド農産物の愛称として定着 

福山市地産地消推進協議会

 

教 育

地 産 地 消 フ ェ ア 

市 民 啓 発 キ ャ ン ペ ー ン 

農業経営

小売店舗での販売促進 

市 場 流 通 の 拡 大 

流 通 形 態 の 改 善 

産直市設置目標 37 か所→45 か所
（2008 年度）  （2013 年度）

ふくやまＳＵＮ認定品目目標 23 品目→25 品目
（2008 年度）  （2013 年度）

市民農園設置目標 55 か所→70 か所
（2008 年度）  （2013 年度）

学校農園設置目標 38 校  →  48 校
（2008 年度）   （2013 年度）

地産地消推進のシンボル（ふくやま生まれ）

「ふくやま地産地消の日」の取組 

学校給食における地場産物使用割合 17.8％ → 30％ 
（2008 年度）  （2012 年度）
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再（Ｒｅ）の取組について 

 

１ 現   状 

少子高齢化や人口減少が進む中，我が国は社会構造の大きな転換期を迎えており，本市も

例外ではない。経済状況も先行きに丌透明感がある中で，世界的な経済危機の影響もあり

2010 年度（平成 22 年度）の市税は大幅な減収となった。また，社会保障費が年々増大す

る中，国と地方の負担のあり方などの丌安要素もあり，本市の市政運営は非常に厳しい状況

にある。 

 

２ 基本的な考え方 

まちのビジョン（将来都市像）「にぎわい しあわせ あふれる躍動都市 ～ばらのまち 

福山～」を実現するためには，社会情勢の変化に的確に対応し，活力ある持続可能なまちづ

くりを進めるとともに，地方主権の担い手として自立し，財政規律を踏まえた市民満足度の

高い行財政運営を行っていくことが必要である。そのため，今後，どう施策を展開していく

か，原点に返ってゼロベースで行政の役割を再検討し，再構築・再出発していく。 

そのためには，職員全体が本市の現状を把握し，福山市として進むべき姿を行政運営のベ

ースとして共有化する必要がある。 

 

３ 具体的な取組 

（１）原点に返って行政の役割や行政運営のあり方を再検討し，基本的な考え方（理念）を

まとめる。 

ア 各局で，基本となる考え方（理念）をまとめる。 

組織目標を整理し，今後どうあるべきかを現場で議論し方向性について検討 

イ 局ごとの理念を全体で共有する。 

 

（２）上記の基本的な考え方（理念）から，局ごとに目標・方向性と，それに基づく重点化

する分野をまとめ，施策を再構築する。 

【取組の視点】 

○将来の本市のあるべき姿（ビジョン）を実現するために，個々の施策が真に必要かど

うか，適切な手法かどうか等について再検討し，再構築を図る。 

・ 市民が真に必要としているかどうか（市民目線） 

・ 時代のニーズに適応しているかどうか（情勢適応） 

・ 将来にわたって継続することが，財源的に担保できるかどうか 

（財政規律，持続可能） 

・ 活力あるまちにつながるかどうか（活力，未来志向） 

・ 協働の視点（市民参画）を踏まえた施策となっているかどうか（協働） 

・ 行政と市民の役割分担が明確になっているかどうか（協働） 

 

（３）全庁的な課題については横串をさし，局を越え組織横断的に取り組む。 

 

４ 2010 年度（平成 22 年度）の取組 

基本となる考え方（理念）のまとめを中心に行った。一部について取組を始めた。 

 

５ 2011 年度（平成 23 年度）以降の取組 

   2010 年度（平成 22 年度）でまとめた理念の下，個別の施策について再検討し，整理

できたものから取り組んでいく。 
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局別の検討状況 

 

【企画総務局】 

○基本的な考え方 

行政のあらゆる分野の基底に「協働」を据え，「市民一人一人が自立した，活力あ

る，将来にわたって持続可能なまち」の実現に向けて，将来の福山市の方向性を明

確に示し，それを実現するための行政運営に取り組む。 

○目標・方向性 

（１）将来の福山市の方向性を明確に示すビジョンの確立 

（２）市民の信頼と期待に応えることのできる行政執行体制の整備 

○重点化する分野 

（１）まちづくりのビジョン達成のための指針の策定 

（２）自立性・柔軟性を備え，効果的な行政執行のできる組織体制の整備 

（３）時代の変化に柔軟に対応し，市民とともに協働のまちづくりを実践できる人材

の育成 

 ○取組の主なもの 

・大学連携事業（Ｐ２９） 

市立大学の開学を契機に産学官連携のあり方について研究する。また，市内

の大学間の連携を強化し，地域と一体となった人材の育成などを推進する。 

・公共施設の再整備 

公共施設の利用実態などの現状調査を行い，施設の計画的な再整備などを検

討する。公共施設全体のあり方に関する基本方針の策定に取り組む。 

 

【財政局】 

○基本的な考え方 

財政規律を踏まえた健全で持続可能な財政運営に取り組む。 

○目標・方向性 

（１）収納率の向上 

（２）自主財源の確保 

（３）公債費の抑制 

○重点化する分野 

（１）適正・公平な課税と負担の公平性の確保及びより一層の収納率向上対策の推

進と効率的な執行体制の確立 

（２）適正な受益者負担の確保 

（３）プライマリー・バランスに配慮した財政運営 

（４）100 億円程度の財政調整基金の維持・確保の取組 

○取組の主なもの 

財政調整基金の確保と基金繰入金に依存しない予算編成 

可能な限り，基金以外の自主財源の確保に努め，基金繰入金を最小限に止める

よう取り組む。 
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【経済環境局】 

○基本的な考え方 

地域経済の持続的発展と環境が調和した社会の実現をめざす。 

○目標・方向性 

（１）地域資源を活かした産業の振興による「地域ブランドの確立と賑わい」を

創出し，地域経済の活力向上を図るとともに「新たな雇用の場」の創出を

めざす。 

（２）総合的かつ計画的に環境行政を推進し，地球にやさしい環境づくりと持続

可能な社会の形成をめざす。 

○重点化する分野 

（１）産業振興支援のあり方の再構築 

・産学官ネットワークによる人づくり 

・広域観光の推進と外国人観光客の誘致 

・地産地消の推進 

・農商工連携の推進 

（２）里山の保全及び鳥獣被害対策の強化  

（３）地球・地域環境の保全  

○取組の主なもの 

・産学官連携人材育成事業（Ｐ２７） 

大学や産業支援機関など組織の垣根を越えた人材育成ネットワークを構築

し，企業の求める人材育成事業を実施する。また，広域的な産学官の交流の

場を設け，企業の新技術開発や産学共同研究を促進する。 

・温暖化対策事業（スクラムふくやま☆エコトライ）（Ｐ１０） 

福山市地球温暖化対策実行計画に基づき，市民との協働により地球温暖化防

止に取り組む。 
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【保健福祉局】 

○基本的な考え方 

だれもが安心して子どもを生み育てることができ，住み慣れた地域でいきいきと健

康に生活を送り，いつまでも主体的に社会の担い手として活躍できるまちの実現に

向け取り組む。 

○目標・方向性 

（１）安心・安全で持続可能なセーフティ－ネット機能の確立 

（２）「協働のまちづくり」を基底とした地域福祉の向上 

（３）だれもが安心して子どもを生み育てられる環境の整備 

○重点化する分野 

（１）自立支援策の強化 

（２）地域で支えあう仕組みづくり 

（３）持続可能な支援策の構築 

○取組の主なもの 

・高齢者支援策のあり方 

・障がい者支援策のあり方  等について，２０１０年度（平成２２年度）から 

・子育て支援策のあり方   庁内プロジェクトを設置して総合的に検討中 

・保健・医療助成のあり方 

 

【市民局】 

○基本的な考え方 

市民，地域団体，企業，ボランティアなどの様々な地域主体と行政が，まちづく

りのビジョンを共有し，地域の住民が「自ら住む地域は自らつくっていく」とい

う意識を基本に，「自立と創造」による協働の実現をめざす。 

「だれもが安心して，安全で，快適に暮らせる，市民とともにつくる自立したまち」の実現 

○目標･方向性 

（１）市民目線に立ったサービスの実現   

（２）地域のことは地域で解決できる住民自治の確立 

○重点化する分野 

（１）窓口サービスの充実         

（２）「協働」が地域に根付き，市民が「地域の連携と活力」を実感できる取組の

推進 

○取組の主なもの 

（仮称）第二次福山市協働のまちづくり行動計画を策定し，着実に実施する。 
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【建設局】 

○基本的な考え方 

市街化の拡散を抑制するとともに，既存ストックを有効活用する中で，様々な都

市機能がコンパクトに集積した集約型の都市構造を環境に配慮しながら形成する。

また，備後の中核都市としての都市基盤の整備に取り組む。 

○目標・方向性 

（１）持続的発展力のあるまちづくり 

（２）公共施設の効率的な維持管理  

（３）環境に配慮したまちづくり 

○重点化する分野 

（１）備後の拠点都市として必要な社会資本整備 

（２）既存公共施設（土木施設・建築物など）の効率的な維持管理 

（３）自転車利用促進，公共交通利用促進などによる環境負荷の低減 

○取組の主なもの 

・橋りょう長寿命化事業（Ｐ４９） 

  2012 年度（平成 24 年度）までに，すべての橋りょう（3,100 橋）の長

寿命化修繕計画を策定する。予防的な修繕や計画的な架け替えに取り組む。 

・ＬＥＤ防犯灯整備事業（Ｐ１４，Ｐ５４） 

市内に設置している蛍光灯の防犯灯，約 32,000 灯を３年間ですべて LED

の防犯灯に切り替える。 

・福山都市圏自転車走行空間整備事業（Ｐ１７，Ｐ５２） 

福山駅を中心とした半径 5ｋｍの圏域を，自転車も安全で安心して通行でき

るよう整備する。 
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【教育委員会】 

○基本となる考え方 

学校・家庭・地域社会が連携することにより，地域社会の発展に貢献できる「２１

世紀を担う人材育成」と「まちづくりを担う人づくり」に取り組む。 

○目標・方向性 

（１）児童生徒の学力向上 

（２）生徒指導の充実 

（３）特別支援教育の充実 

（４）教育施設の効率的な維持管理 

○重点化する分野 

（１）学力向上対策事業 

（２）生徒指導教育相談事業 

（３）情報教育推進事業 

（４）特別支援教育体制推進事業 

（５）教育環境の整備事業 

○取組の主なもの 

・地域学習活動支援事業（Ｐ４） 

退職教員など地域の教育力を活用し，学習の仕方を指導する土曜チャレンジ

教室を開設する。 
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【水道局】 

 ○基本となる考え方 

  安心・安全で良質な水を安定的に供給するとともに，効率的な事業運営を行う。 

 ○目標・方向性 

  （１）安心・安全な給水の確保 

  （２）災害対策の充実 

  （３）効率的な事業運営と利用者サービスの向上 

  （４）環境対策の充実 

 ○重点化する分野 

  （１）残留塩素の低減化・平準化 

  （２）老朽化した水道施設の更新・耐震化 

  （３）使用実態に即した水道料金体系の構築 

 ○取組の主なもの 

  ・おいしい水の供給 

    おいしい水を供給するためには，残留塩素を低減化し，カルキ臭を尐なくする

必要がある。 

残留塩素の管理のため，計画的に加圧ポンプ所へ残留塩素計を設置する。 

2011 年度（平成 23 年度） １０か所 

  ・水道施設の耐震化事業（Ｐ４４） 

    災害発生時の被害を最小限に抑えるため，木之庄配水池など水道施設の耐震

化・耐震補強を重点的に進める。 

  ・水道料金体系の見直し 

近年，単身世帯の増加や尐子高齢化の進行等から水需要構造が変化しており，

基本水量に満たない使用者の割合が増えているため，「基本料金」部分につい

て，使用水量に応じた料金体系の構築に向け検討を行う。 
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